









花を育み職業意識も育む



　温室で耳かきの綿を使って、こんもりと花を付けるシネラリア（サイネリア）の授粉作業をする、大住中学校の生徒の皆さん。違う色の花に授粉させないよう、一つ一つ気を付けながら作業に取り組みます。

　彼らは、田村にある「ガルテン湘南」で、花農家の仕事を体験しています。

続きは次ページへ







[image: 未来につなげるキャリア教育]




　子どもたちの生き方や、将来への意識を育む「キャリア教育」というプログラムがあります。今回は、大住中学校1年生の職場体験と、日産自動車のデザイナーが講師となる、なでしこ小学校の出前授業を紹介します。



中学生が仕事を体験


　「ここ拭こうか？」「緑色の布巾を使うんだって」。

　ランチタイムを過ぎてもなお混み合う、マクドナルド伊勢原店。突然登場した可愛い4人の店員を見て、周りの客がほほ笑みます。

　中学生が働く大人たちと触れ合い、実際に仕事を体験する「職場体験」。城所の大住中学校では、ファストフード店やコンビニエンスストア、保育園など29カ所の職場で、計125人が仕事を体験しました。

　マクドナルド伊勢原店の社員マネージャー・上田恭子さん（次下写真）は「マクドナルドは人の成長を応援する会社。生徒さんはチームワークやおもてなしの心などを学んで、成長してほしいですね」と、期待します。



[image: マクドナルド職業体験1]





[image: 上田恭子さん写真]




考えることを大切に

　マクドナルドには、「はい」で受け答えが終わる質問をしてはいけない、という教育マニュアルがあるそうです。

　例えば掃除の時は、衛生管理のため食品の触れるところはピンク、触れないところは緑色の布巾を使います。生徒さんに説明した後、『どうして色を分けていると思う？』『じゃあ、ここではどっちを使うの？』と聞いて考えさせます」と上田さん。「教えた事を自分の口で説明させ、確実に理解できるようにするんです」。トレーの返却場所やテーブル、いすなど、生徒は考えながら掃除していました。




クルーの手際に感心

　4人は掃除をしたり自分たちの昼食用にハンバーガーを作ったりしたほか、接客も体験しました。次写真でハンバーガーの入った紙袋をお客さんに手渡しているのは、竹内秀太さんです。少し緊張した面持ちの竹内さんをクルー（店員）がほほ笑みながら見守ります。竹内さんは「クルーは皆、お客さんを待たせないように手際よく商品を袋に入れていた」と驚いていました。

　実習を終えた4人は「清潔にして気持ちよく過ごせるようにしていた」「掃除方法や接客マナーが勉強になった」「お店の人の気配りが分かった」などと感想を述べました。

　「楽しかったけど、緊張して疲れちゃった」と笑う4人。短いけれど、充実した職場体験だったようです。
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[image: マクドナルド職業体験2]



「ありがとうございました、またお越しください」「はい、ありがとう」




生き方を考える　大住中学校のケース


　大住中学校の職場体験全体を取り仕切る、1年生の学年主任の遠藤誠二先生。「職場体験では、生徒の真剣な表情に驚かされることがあります」と、笑顔で話します。

　普段はひょうきんな子が真面目な顔で仕事をしていたり、おとなしい子がひたむきに頑張っていたり……。職場体験で生徒が見せる、学校とは違う一面に、はっとさせられるのだと言います。

　「職場体験は、仕事を体験する事だけが目的ではありません。生徒が自分の生き方を考える授業の一環なんです」と遠藤先生。「初めに生徒に自分の目標とする生き方を考えてもらい、次に、その目標にたどり着くにはどんな方法があり、何を勉強していけばいいのかを考えます。将来への目標を持った上で、実際にその仕事を体験しに行くんです」。

　大住中学校では職場体験のほかにも、企業の社長などを招き講演会を開いたり、高校見学をした後にその学校の案内を作ったりし、就業や進学への意識付けをしています。




3段階で学習進める

　同校では「総合的な学習の時間」を使って、1年生で職場体験をします。事前学習・職場体験・事後学習の3段階を踏んでいます。

　1年生を担当する今井信之先生は「生徒にとって職場体験は、普段接することのない大人と話す、どきどきする体験」と説明します。「職場体験を通して、人とのコミュニケーションや仲間と協力することを学び、問題を解決する力を培ってほしい」と、狙いを語ります。

　事前学習では、職場体験に協力してくれる事業所の中から、生徒が行きたい業種を選びます。受け入れ先が決まったら自己紹介の手紙を書き、自分で体験先に連絡を取ります。当日のルート確認も兼ね、実習内容やスケジュールを受け入れ先と打ち合わせます。

　実習当日は、1年生の担任の先生が、各職場へ生徒の様子を確認に回ります。




学校を地域に開く

　事後学習では、体験して学んだ事をまとめ、発表します。壁新聞を作ったり、パソコンで発表用のソフトを使ったり……。中にはクイズ形式で学んだ内容を発表するグループ（次写真）もあります。

　まとめた内容は全体を6つに分けた「ゼミ」で発表し、特に上手にまとめて発表したグループは学年全体の前で発表します。

　「学年での発表には、保護者の方や、お世話になった事業所も招待します」と遠藤先生。学校を、広く地域の方に開いていくことを意識しているそうです。



[image: 職場体験事後学習]



4人は洋菓子店で職場体験。イラストを使ったクイズ形式で発表をまとめています






[image: ]北図書館

　北図書館では、4人が本の貸し出しや返却、棚への配架などを体験しました。

　「本が好きで、本と関わりが持てる仕事がしてみたかった」と話す坂路優香さん（次上写真）。カウンターで言われた「ありがとう」が嬉しかったと笑顔を見せます。

　カウンター前の棚では、広沢友貴さん（次下写真）が本やCDを配架。「本の番号を覚えるのが大変でした」


[image: 北図書館職業体験2]





[image: 北図書館職業体験2]







[image: ]ヨネザワ楽器

　吹奏楽部の比嘉美優さん（次写真左）と竹田美穂さん（次写真右）は宝町のヨネザワ楽器で仕事を体験しました。

　2人はオイルや布を使って、ギターのメンテナンスにチャレンジ。「ギターは普段は触らないけど、メンテナンスは面白いね」「今度は自分のパートの楽器もメンテナンスしたいよね」。

[image: ヨネザワ楽器職業体験]





[image: ]ふれあい動物園

　総合公園内のふれあい動物園では、動物好きな石堂舜（しゅん）さん（次上写真）ら4人が仕事を体験しました。ウサギやモルモットのエサやり、ヤギの乳搾り、ヒツジやブタのフン掃除などに取り組んだ4人。石堂さんは「エサやりも、分量をきちんと量って揃えるのが大変でした」と話していました。


[image: ふれあい動物園職場体験1]





[image: ふれあい動物園職場体験2]







[image: ]ガルテン湘南

　授粉作業（表紙写真）の後は、シネラリアの枯れ葉を取る作業を体験した4人。

　花が好きで、家でもシクラメンなどを育てている稲葉星蘭さん（次写真右から2番目）は「お花を長持ちさせるこつを知りたいな」。虫や花が好きな磯崎栞さん（次写真右端）は「冬にどんな花を育てているのか知りたい」。ガルテン湘南の高橋昇さんは「花農家はとても夢のある仕事。子どもたちが農業の魅力をどう感じてくれるのか、毎年楽しみにしています」と、笑顔で話していました。

[image: ガルテン湘南職業体験]





子どもに「社会」と触れる体験を

教育委員会指導室　五十嵐俊也指導主事


　キャリア教育は「生きる力」を育む教育です。将来、社会の中でどう生きて、どんな役割を担っていくのか。より充実した「生き方」について、学校教育全体の中で取り組んでいます。

　子どもが社会と触れ合うことは、学校で学んでいることと将来とのつながりを意識する、大切な体験です。例えば小学校の市内巡ぐりや、企業の出前授業、工場見学なども大切なキャリア教育です。企業が社会貢献活動として教育へ関わり、子どもと職業人が触れ合う機会をつくっていただいていることに感謝しています。

　平塚市では校外学習を推進し、小学校3～5年生で必ず、外に出て「本物の社会や自然に触れる」体験をしています。本物に触れる体験は子どもたちの心を動かします。

　中学校では体験活動に焦点を当て、職場体験や職場見学を全校で実施しています。そのほかにも各学校では自主的に、さまざまな取り組みをしています。

問：指導室　電話：0463-35-8120


[image: 五十嵐俊也氏写真]










[image: 小学生の職業観を育む]




プロの描いた絵ってすごいね！

[image: 日産デザインわくわくスタジオ写真1]

　「色の使い分けがすごいね」「こんなにリアルに描けるんだ」。

　日産自動車のカーデザイナーがスケッチをする様子に、歓声を上げる子どもたち。デザイナーは子どもの描いた車の絵を元に、パステルやマーカーで素早く描き上げていきます。

　これは、1月30日になでしこ小学校で実施された「日産デザインわくわくスタジオでの1コマです。子どもの職業観を育むことを目的にした日産自動車の教育プログラムで、この日は5年生78人が参加しました。

　講師はデザイナー歴12～14年のベテラン3人。デザイナーになるまでの熱い思いや仕事の楽しさが語られたほか、車のモデルを作る工程も紹介されました。




デザイナーに思いを説明したよ

[image: 日産デザインわくわくスタジオ写真2]

　「授業を通して、夢の実現に向かって努力する大切さを子どもたちに伝えたいと目を輝かせる、日産自動車グローバルデザイン本部の西田有志さん。「スケッチをするときに重視するのは、子どもとデザイナーとのコミュニケーションですと語ります。

　描いている途中、デザイナーは「この車にはどんな機能があるの「どうしてこの色を選んだの「この形にはどういう意味があるのなどと子どもに質問し、子どもは絵に込めた思いを説明します。

　「今まで無口だった子が、この体験をきっかけによく話すようになった、と先生が驚く事もありますよとほほ笑む西田さん。自分の意見を人に伝える体験が、子どもにとって良い刺激になるのだと言います。「実際の仕事では、自分のアイデアや意見が通らない場合も多いですよね。子どもには、自分と違う考えの人を認めることも、併せて学んでほしいですね。




車の作り方がよく分かりました

[image: 日産デザインわくわくスタジオ写真3]

　このプログラムは2008年9月から、小学校高学年を対象に行われています。現在は神奈川県内と東京都内の一部で実施され、今年度は27校・約2700人が参加しました。平塚市内でもこれまでに吉沢、港、松原、なでしこの4小学校が体験しています。5年生では産業を学ぶため、平塚市内のほとんどの小学校が、天沼にある日産車体で、工場見学をしています。「カーデザインの仕事も併せて知ることで、デザインと車づくりの関連性がより深く理解できます」と西田さん。

　このプログラムは、講師のデザイナーにもメリットがあると言います。「デザイナーになったきっかけや、なるまでの道のりを説明することで、自分自身を振り返ることができる点。子どもの自由な発想に創造性が刺激される点など、得るものは大きい」と西田さん。

　この日の授業の最後にデザイナーが語った「今はまだ、自分の夢が見つかっていない子も多いかもしれない。自分が好きなことや楽しいと思うことに、誰にも負けないくらい真剣に打ち込んで、『自分の中に眠っている夢』を起こそう」というメッセージに、なでしこ小学校の子どもたちは真剣な表情で聞き入っていました。

[image: 日産デザインわくわくスタジオ写真4]





[image: 駅西口第3駐輪場が4月1日にオープン]






　駅西口第3駐輪場（次写真）が4月1日（月）からJR平塚駅西口の北側にオープンします。3階に平塚駅西口改札への連絡通路があります。1階は一時利用分です。




❖定期利用者を募集

　オープンに先立ち、定期利用者を募集します。自転車の定期利用分は2階1085台3階1115台。1カ月2000円。1人1台（先着順）。

募：3月16日（土）から、駅西口第3駐輪場1階管理事務所　電話：0463-24-0020で配る申込書を、午前9時～午後6時に直接、同事務所へ。1カ月分以上の駐車料金が必要です。3月15日（金）以前の問い合わせは文化スポーツまちづくり振興財団総務施設課　電話：0463-35-8108へ。




❖臨時自転車駐車場は閉鎖

　市民センター北側の見附台公園に開設していた臨時自転車駐車場は、駅西口第3駐輪場のオープンに合わせて閉鎖しますので、ご注意ください。




西口エレベーターも利用開始[image: エレベーター]

　平塚駅西口で進めていたエレベーター設置工事で、3基が完成し、3月21日（木）午前11時から利用できます。

　利用できるのは、駅改札内の上下線ホーム2基と、西口北側の駅西口第3駐輪場と一体整備した1基です。いずれも11人乗り。地上階から改札階、ホームまで階段を上り下りすることなく移動でき、バリアフリー化が進みます。





〇南側は工期を延長

　西口南側の1基は基礎の設置予定場所から古い基礎が発見されたため、工期を10月末まで延長します。

問：まちづくり事業課　電話：0463-21-8783

[image: 駅西口第3駐輪場]



[image: 平塚駅周辺図]





応募方法





■問：問い合わせ　募：応募方法（応募が必要です）


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、3月4日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集




食育推進会議委員


　地域に根ざした食育活動などを盛り込んだ市食育推進計画を着実に進めるため、計画の進み具合や、施策などを審議します。

　2人以内（選考）。4月1日から2年間。次の条件を全て満たす方①市内に1年以上在住している20～75歳の方（4月1日現在）②市職員、議員、市の他の付属機関の委員などではない③平日に年2回程度開く会議に出席できる④出席や議事進行に介助が必要な場合は自らその準備ができる。

募：郵送・ファクス・メールまたは直接、公民館や市ウェブにある応募用紙・応募動機と、「私が考える食育」をテーマにした作文（400字程度）を、3月22日（金）までに、〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111　FAX：55-2139　メール：kenko@へ。



市長と語ろう！　ほっとミーティング


　25年度も「あなたの地域のまちづくり」をテーマにします。各地域で提案したいことなどを市長と話してみませんか。開催地区に在住・在勤・在学の方、各20人（抽選）。

①城島地区　4月18日（木）午後7時～9時。城島公民館（小鍋島271-1）。

②富士見地区　23日（火）午後7時～9時。富士見公民館（中里11-21）。

募：電話・ファクス・メールで、必要事項・希望日を、3月28日（木）までに、市民情報・相談課　電話：0463-21-8764　FAX：0120-704589　メール：jousou@へ。



びわっ子クラブの会員


　豊かな自然の中にある、びわ青少年の家（土屋2710-1）で、作物の収穫体験や工作、野外炊事などの活動をする「びわっ子クラブ」の会員を募集します。4月～平成26年2月に9回程度、活動する予定です。

　1年間活動できる、市内在住・在学の小学校4年生～中学生（4月1日現在）。30人（抽選・初めての方を優先）。1500円。キャンプなどは実費負担の場合があります。

募：電話で、3月1日（金）～14日（木）に、びわ青少年の家　電話：0463-59-0871へ。

[image: びわっ子クラブキャンプ]



市民病院行きシャトルバスの車内広告


　大神～市民病院間を走行しているシャトルバスの車内に、広告を掲載する事業者を募集します。

　広告はA3判6枠（先着順）。広告下段に「平塚市シャトルバスを応援します！」という言葉を入れます。掲載料は1枠当たり月1000円。掲載期間は月単位で最長12ヵ月です。

募：広告案と、市ウェブにある申込書を直接、本庁舎4階のまちづくり政策課　電話：0463-21-8781へ。



文化サロンの利用団体


　市内で活動する10人以上の教養・芸術・生活文化サークルは市民センター2階の文化サロン（3室）を利用できます。10月～平成26年3月分を受け付けます。

　①午前9時～午後0時30分は1回1300円②午後1時～5時は1回1500円③午後5時30分～9時30分は1回1800円。

募：3月12日（火）～22日（金）に、市民センターの文化・交流課　電話：0463-32-2235へ。18日（月）・21日（木）は休館です。



ガイドと巡る平塚の文化資源


　横内・田村の史跡コースを歩きます。自転車やオートバイでは同行できません。

　3月24日（日）午前9時30分～正午。約4.8キロメートル。荒天の場合は中止。神奈中「田村車庫」バス停に集合。300円。中学生以下は無料。

募：はがきで、コース名・全員の必要事項を、3月17日（日）までに、〒254-0051豊原町2-21社会教育課　電話：0463-35-8124へ。



「相続」と「遺言」の基礎知識を学べます


　基礎知識から税金まで、税理士が説明します。1歳以上の未就学児の保育（4人まで）があります。

　3月24日（日）午前10時～正午。市民活動センター。50人（先着順）。

募：電話・メールで、必要事項・保育の有無を、市民情報・相談課　電話：0463-20-5775　メール：jousou@へ。



春野菜を栽培しよう


　春に植える野菜の栽培ポイントを教えます。

　3月24日（日）午前10時～11時30分。農の体験・交流館（寺田縄457-5）。市内在住の方30人（先着順）。

募：電話で、3月3日（日）午前9時から農の体験・交流館　電話：0463-58-5201へ



親子で体験！　花の触れ合い教室


　好きなデザインを描いてオリジナルの植木鉢を作ったり、市内の花農家で花の収穫体験（次写真）をしたりします。

　3月29日（金）午前9時～正午。青少年会館と市内の花農家。市内在住の小・中学生とその保護者20人（抽選）。500円。

募：はがき・ファクス・メールまたは直接、教室名・全員の必要事項・子どもの学年を、3月18日（月）までに、〒254-0041浅間町12-41青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。

[image: 花の触れ合い教室]



水と光と緑の散歩道で、春を満喫


　市内の自然や施設などを巡る「やすらぎ回廊」の一つである「水と光と緑の散歩道」を歩きます。美術館や博物館などを回ります。

　3月27日（水）午後0時45分～4時15分。八幡山公園集合、博物館解散。雨天の場合は美術館と博物館だけになります。健康で、アンケートに協力できる小学生以上の方20人（抽選）、小・中学生は保護者1人同伴につき2人まで。飲み物。動きやすい服と靴でお越しください。

募：電話で、3月1日（金）～15日（金）の平日、商業観光課　電話：0463-35-8107へ。



生きがい事業団寺子屋


　見学や体験もできますので、希望する場合はご相談ください。各12人（先着順）。別途、教材費がかかる場合があります。

成人向け

①パソコン初・中級　週1回。4520円。開催時間など詳細は事前にお問い合わせください。

②絵画入門　月3回、月曜日、午前10時～正午。2300円。鉛筆・水彩画道具・スケッチブックなど。

③書道初級　月3回、水曜日、午前10時～正午。2300円。習字道具。

④フラワーアレンジメント入門　月2回、木曜日、午前10時～正午。1500円。はさみなど。

⑤囲碁　月3回、金曜日、午前10時～正午。2300円。

子ども向け

⑥おさらい教室　1コマだけでも受講できます。事前に保護者と講師が面談して進め方に反映します。月4回、午後4時30分～5時10分・5時20分～6時。3000円ⓐ小学
校3・4年生の算数・国語、火曜日ⓑ小学校5・6年生の算数・国語、木曜日。

⑦書道　小学生。月4回、水曜日、午後3時～5時。3000円。習字道具。

募：往復はがきで、教室名・必要事項・年齢を〒254-0073西八幡1-3-2-2生きがい事業団　電話：0463-33-2335へ。



子ども英語教室


　歌や工作、ゲームで英語に親しみましょう。英語独特の抑揚やリズムの取り方〝チャンツ〟も体験します。

　4月6日～27日の土曜日、全4回、午後1時30分～2時45分。青少年会館。市内在住の小学校1・2年生20人（抽選・初めての方を優先）。筆記用具・色鉛筆。

募：はがき・ファクス・メールまたは直接、教室名・必要事項・氏名のローマ字表記・学年・過去の参加経験の有無を、3月22日（金）までに、〒254-0041浅間町12-41青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。



渋田川の華麗な桜を撮影しませんか


　4月7日（日）午前10時～午後3時に開かれる渋田川桜まつりと、3日（水）～7日（日）、午後6時～9時にライトアップする桜並木の写真が撮影対象です。

　サイズは2L～6PW。1人3枚まで。作品は返却しません。6月中旬に本庁舎1階市民ホールで展示します。

募：郵送または直接、応募作品の裏面に必要事項を記入し、4月30日（火）までに〒254-0081豊田打間木692-5渋田川桜まつり実行委員会の岸　電話：0463-53-2181へ。

[image: 渋田川の桜]
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東海大学市民講座・語学12回シリーズの受講者


　経験豊富で日本語が分かる東海大学外国語教育センターのネーティブ講師が教えます。英語・韓国語・フランス語・中国語・ドイツ語・スペイン語の6カ国語で、レベルごとに開きます。

　4月13日～7月6日の土曜日、全12回、午前9時20分～午後2時55分の間で90分授業。東海大学湘南キャンパス1号館（北金目4-1-1）。各コース30人（先着順・5人未満の場合は開講しません）。1万2000円。教材費は実費負担です。

募：3月6日（水）以降の平日、午前10時～午後4時に、東海大学エクステンションセンター　電話：03-5793-7133へ。各講座の詳細は東海大学外国語教育センター　電話：0463-58-1211内線4552で案内します。



パソコン講座の受講者


　就職に役立つ、基本的なパソコン技術を習得するための講座です。

　①事前説明会　3月16日（土）午前10時～正午。県西部地域若者サポートステーション（小田原市城山1-6-32）②講座　26日（火）～28日（木）、全3回、午前9時30分～午後5時。平塚市勤労会館。

　市内または近隣市町在住で、就職を希望する15～39歳の方15人（先着順）。

募：電話で、3月1日（金）午前10時から県西部地域若者サポートステーション　電話：0465-32-4115へ。





緑化まつりに参加しませんか



　4月28日（日）・29日（祝）、総合公園で開く緑化まつりで、イベントの参加者を募集します。

①コンテナガーデンコンテスト

　緑化まつりの来場者にすてきな寄せ植えを披露しませんか。4月28日午前に製作、午後に展示・審査をします。

　市内在住・在勤・在学の方20人（抽選）。1,000円。50センチ四方程度のコンテナ・シャベル・軍手など。

②野外ステージの出演者

　代表者が成人で、市内在住・在勤・在学のアマチュアの芸能グループ15団体（選考）。ステージへの搬入・出演・搬出で30分以内です。

募：①は郵送・ファクス・メールで、必要事項を、4月3日（水）までに②は郵送または直接、市ウェブなどにある応募用紙と全員が入った1枚写真・出演内容を記録したDVD・CDなどを3日午後5時までに、本庁舎4階のみどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852　FAX：23-9467　メール：midori@へ。
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　東日本大震災発生から2年が過ぎようとしています。防災についてもう一度考えましょう。

①防災パネル展　東日本大震災の被災状況などを紹介します。

　ⓐ3月1日（金）～31 日（日）。西・南・北の図書館ⓑ1日（金）～15日（金）。本庁舎1階市民ホール。

②防災啓発DVDの上映

　3月9日（土）午前10時・午後2時。中央図書館。

③特集展示　防災関連書籍を展示します。

　3月1日（金）～31日（日）。南図書館。

問：防災危機管理課　電話：0463-21-9734
[image: 3・11]











お知らせ


PM2.5の測定結果を市ウェブで公表中


　大気汚染物質である微小粒子状物質（PM2.5）の測定結果を市ウェブで公表しています。1月1日から旭小学校（河内307）にある大気常時監視システムで測定を開始しました。2月8日から1日平均値、15日から1時間値の速報値を市ウェブと神奈川県ウェブで公開しています。


　PM2.5は2.5マイクロメートル（0.0025ミリメートル）以下の微粒子。中国の大気汚染問題で注目され、呼吸器などへの健康被害が懸念されています。


問：環境保全課　電話：0463-21-9764





森林整備計画書案の縦覧


　森林整備計画書は、市内で森林の保全と活用を推進するために策定しています。


　3月22日（金）までの平日。豊原分庁舎2号館2階の農水産課。


問：農水産課　電話：0463-35-8102





悩まずに電話で相談


　3月は自殺対策強化月間です。身近な人の様子がいつもと違うと感じたら、まず声を掛けてみましょう。


　お悩みの方は一人で抱え込まずに、保健福祉事務所などに電話で相談しましょう。


問：平塚保健福祉事務所こころの健康相談　電話：0463-32-0130（平日、午前8時30分～午後5時15分）こころの電話相談　フリーダイヤル：0120-821-606（平日、午前9時～午後8時45分）。


[image: 気づいてください。心と体の限界サイン]





盲人教育の先駆者　秋山博資料展


　盲人教育の先駆者であり、平塚盲学校の創始者として知られている秋山博（次写真）を、資料や写真パネル、広報番組のビデオなどで紹介します。


　3月18日（月）～24日（日）、午前9時～午後5時。金目公民館（南金目966）。


　3月20日（祝）午前10時から、寂静寺（南金目1787）で墓前祭をします。


問：社会教育課　電話：0463-35-8124・金目公民館　電話：0463-58-0101


[image: 秋山博]





譲ります・譲ってください


　不用品の登録やあっせんを随時、電話などで受け付けます。詳細は市のウェブで確認できます。


譲ります　学習机・テント・ソファなど。


譲ってください　自転車・チャイルドシートなど。


問：リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301





春季全国火災予防運動


　空気が乾燥し風も吹き、大きな火災になりやすい時季です。火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置しましょう。


　春季全国火災予防運動に合わせ、市消防本部では3月3日（日）に防火キャンペーンなどを実施します。


　湘南ひらつか織り姫の特別査察　午後2時。平塚駅ビルラスカ。


　少年消防クラブの防火キャンペーン　①午後2時　平塚駅東口改札②午後2時45分　OSC湘南シティ（代官町33-1）。


問：予防課　電話：0463-21-9728





市制80周年記念番組ずっと大好き！湘南ひらつか


　市制施行80周年記念番組を放送します。平塚市の現在の様子や、イベントなど記念事業を紹介します。


テレビ神奈川　3月2日（土）午後4時～4時30分。


湘南ケーブルネットワーク（SCN）湘南チャンネル　3月17日以降の月・水曜日、午前6時30分～7時。日曜日午後1時45分～2時15分。


問：広報・情報政策課　電話：0463-21-8761


[image: 市制施行80周年記念マーク]





湘南ひらつかふれあいマーケット　朝市


　地元産の魚・野菜などの販売やダンベル体操をします。スタンプポイント3倍セールをします。


　3月17日（日）午前7時～時30分。小雨決行。総合公園南駐車場。


問：産業振興課　電話：0463-21-9758・当日の午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。



家庭犬の訓練競技


　家庭犬の訓練競技や愛犬相談、災害救助犬訓練の実演などをします。

　3月23日（土）・24日（日）、午前8時～午後4時。荒天中止。四之宮総合グラウンド（相模川河川敷）。

問：ジャパンケネルクラブ神奈川ブロック訓練士協議会の中口　電話：090-3548-2248






[image: すこやかサポート市民病院]


24 麻酔科



　麻酔指導医3人と麻酔認定医1人の計4人で診療しています。主な業務は手術室での手術の麻酔です。外科、整形外科、心臓血管外科、脳神経外科、産婦人科、泌尿器科、形成外科、眼科、皮膚科などの手術に関わっています。


　当院の麻酔件数は年間約2,300～2,500件です。その7割が全身麻酔、残りの3割が脊椎麻酔や硬膜外麻酔などの全身麻酔以外の麻酔になります。


　一般に麻酔と言うと「痛くないようにする」あるいは「眠らせる」だけだと思われるかもしれません。


　実際には、外科医が安心して安全に手術をできるようにしつつ、手術中の患者さんの全身状態を把握して、手術中に起こりうる、さまざまな問題に対して適切に処置する「全身管理」が主な仕事であると言えます。


　現在では、麻酔に用いる薬剤や機器の発達によって、その安全性は高くなっています。われわれ麻酔科医は、安全を第一に、できるだけ患者さんに安心していただき、できるだけ苦痛を伴わない麻酔を心掛けていきたいと考えています。


❖市民病院　電話：0463-32-0015
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健康と福祉


健康ウオーキング　早桜を期待して


　桜の名所として知られる金目川（次写真）や、桜ケ丘公園などを巡ります。


　3月29日（金）午前9時15分～午後0時30分。受付は午前9時開始。当日午前7時ごろのNHK天気予報で、横浜の降水確率が50パーセント以上の場合は30日（土）に延期。30日も50パーセント以上の場合は中止。なでしこ公民館（撫子原12-54）集合・解散。飲み物・タオル・帽子、お持ちの方は歩数計。動きやすい服装でお越しください。


問：健康課　電話：0463-55-2111


[image: 桜の名所として知られる金目川]





女性のヘルシーライフ講演会


　市健康増進計画講演会として、女性に多い病気と、その予防をテーマにした講演会を開きます。


　3月28日（木）午後1時30分～4時。保健センター。中学生以上の女性100人（先着順）。


　講演後に開催する体験コーナーは選択制です。体験コーナーだけの応募はできません。①ピラティスなどの体操。40人。室内用運動靴・飲み物・タオル。運動しやすい服装でお越しください②フェースストレッチング。60人。


募：健康課　電話：0463-55-2111





ミニフラワーアレンジメントを楽しもう


　花育ボランティアと一緒にミニフラワーアレンジメントを作ってみませんか。


　3月13日（水）午後2時～3時30分。福祉会館。聴覚障がいがある方15人（抽選）。500円。


募：ファクスまたは直接、必要事項・年齢・ファクス番号を、土・日曜日を除く3月1日（金）午前9時～7日（木）午後5時に、福祉会館　電話：0463-33-2333　FAX：33-6588へ。





ゆめクラブ湘南平塚大学講座


　老人クラブ「ゆめクラブ湘南平塚」が年1回、開いている講座です。


　第1部では骨粗しょう症の予防、第2部では股関節疾患について医師が説明します。老人クラブの会員でない方でも受講できます。


　3月12日（火）午後1時30分～3時30分。中央公民館。市内在住の60歳以上の方100人（当日先着順）。筆記用具。


問：老人クラブ連合会　電話：0463-36-7227





プール健康づくり教室


　①4月2日～5月21日の火曜日②4月4日～5月23日の木曜日、各全8回、午前9時30分～11時（初回は午前8時40分から）。南部福祉会館（袖ケ浜20-1）。市内在住の60歳以上の方、各25人（先着順・初心者を優先）。1回100円。水着・水泳帽・タオル。


募：電話または直接、必要事項・年齢・過去に参加した回数を、南部福祉会館　電話：0463-21-3370へ。





健康講座　分かりやすい高血圧の話


　さまざまな病気を引き起こす高血圧について、医師が解説します。


　3月22日（金）午後1時30分～2時30分。西部福祉会館（公所868）。市内在住の60歳以上の方40人（先着順）。


募：電話または直接、午前9時～午後4時に、西部福祉会館　電話：0463-50-5525へ。





県障がい者スポーツ大会に出場しませんか


　②～④は荒天中止。


　①ボウリング・アーチェリー　4月7日（日）。湘南とうきゅうボウル（藤沢市遠藤滝ノ沢）・県総合リハビリテーションセンター（厚木市七沢）②フライングディスク　4月21日（日）。海老名運動公園陸上競技場（海老名市社家）③陸上（身体障がい者）　5月12日（日）。県立体育センター（藤沢市善行）④陸上（知的障がい者）　5月19日（日）。県立体育センター⑤卓球・サウンドテーブルテニス　6月9日（日）。寒川総合体育館（寒川町宮山）⑥水泳　7月7日（日）。さがみはらグリーンプール（相模原市中央区横山）。


募：①②は3月13日（水）③は19日（火）④は27日（水）⑤は5月1日（水）⑥は6月5日（水）までに、障がい福祉課　電話：0463-21-8774へ。






スポーツ


新年度からスポーツを始めてみよう


　市民の健康増進とスポーツの推進を図るために、文化スポーツまちづくり振興財団はスポーツ教室を開いています。新年度を迎える4月からスポーツ教室で体を動かしてみませんか。会場は①が総合公園テニスコート②～⑰が総合体育館⑱⑲がひらつかアリーナ。抽選。


①テニススクール　4月10日～6月28日の水・木・金曜日、週1回、全11回。各15人。デー（A・B）1万6000円、ジュニア（J）1万3000円、ナイター（N）1万9000円。J1は小学校1・2年生、J2は小学校3・4年生、J3は小学校5・6年生と中学生。


[image: テニススクールコース一覧]


②火曜ストレッチ体操　4月2日～6月18日の火曜日、全10回、午後1時30分～2時45分。40歳以上の方120人。4000円。


③ゆっくりエアロビクス　4月3日～6月5日の水曜日、全8回、コース1は午前9時30分～11時・コース2は午後1時30分～3時。初めての方は65歳まで、各100人。3000円。


④真向（まっこう）法体操　4月6日～6月22日の土曜日、全9回、午前9時20分～10時50分。50人。5000円。


⑤さわやかエアロビクス　4月6日～6月22日の土曜日、全8回、午前9時30分～11時。初めての方は65歳まで、100人。3000円。


⑥フィットネス　4月9日～6月13日の火・木曜日、全16回、コース1は午前9時25分～10時55分・コース2は午前11時5分～午後0時35分。初めての方は
60歳まで、各250人。4500円。


⑦ジュニア新体操　4月9日～平成26年3月18日の火曜日、全32回、コース1は午後5時～6時・コース2は午後6時～7時。コース1は小学校1～3年生、コース2は小学校4～6年生と中学生、各20人。前期16回分8000円。


⑧すっきり・のびのび体操　4月10日～6月5日の水曜日、全8回、午前9時20分～10時50分。50人。3000円。


⑨金曜ストレッチ体操　4月12日～6月21日の金曜日、全10回、午後1時30分～2時45分。40歳以上の方120人。4000円。


⑩ウイークエンド・ヨガ　4月13日～6月22日の土曜日、全8回、午前11時10分～午後0時40分。90人。3000円。


⑪水曜太極拳　4月17日～7月10日の水曜日、全12回、午前9時20分～10時50分。70人。5500円。


⑫はつらつ水中体操　4月17日～5月29日の水曜日、全6回、コース1は午前10時15分～11時・コース2は午前11時15分～正午。各60人。2500円。


[image: はつらつ水中体操]


⑬水曜ストレッチ体操　4月17日～6月26日の水曜日、全10回、午前11時10分～午後0時25分。40歳以上の方120人。4000円。


⑭アクアビクス　4月18日～5月30日の木曜日、全6回、午前10時30分～11時30分。45人。4000円。


⑮すっきりエアロビクス　4月19日～7月19日の金曜日、全12回、午後6時20分～7時20分。60人。5000円。


⑯パワーヨガ　4月19日～7月19日の金曜日、全12回、午後7時35分～8時35分。80人。5000円。


⑰親子エアロビクス　4月23日～7月2日の火曜日、全8回、午後3時30分～4時30分。4歳～小学校3年生と保護者20組。4000円。


⑱バドミントン　4月9日～7月9日の火曜日、全10回、午前9時30分～正午。60人。4500円。


⑲リンパウオーキング　4月25日～6月13日の木曜日、全7回、コース1は午前9時15分～10時45分・コース2は午前11時15分～午後0時45分。各50人。3000円。


募：はがきで、教室名（コース）・必要事項・年齢（⑰は子どもの氏名・年齢も）を、3月15日（金）までに〒254-0074大原1-1文化スポーツまちづくり振興財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団のウェブからも応募できます。






Shonan BMWスタジアム平塚で
走ってみませんか



　Shonan BMWスタジアム平塚の年度会員を募集します。年間を通じて、市が指定した時間に、陸上競技の練習ができます。ロッカーやシャワー、練習用器具が使えるほか、スパイクを着用して練習できます。


　有効期間は4月1日～平成26年3月31日。一般3,000円、小学生～高校生2,000円。


募：使用料（中学生・高校生は学生証も）を、3月21日（木）から月曜を除く、午前8時30分～午後5時に総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233へ。



[image: Shonan BMWスタジアム平塚]





市民相談


市民相談室

市：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764




◇一般市民

月～金曜日、8時30分～正午・午後1時～5時




◇一般法律（予約制）

水・木曜日、午後1時～4時




◇行政

3月4日（月）、4月1日（月）、午後1時～4時




◇多重債務（予約制）

3月12日（火）・26日（火）午後1時～4時




◇税務（予約制）

3月1日（金）、4月5日（金）午後1時～4時




◇年金・社会保険・労災

3月12日（火）午後1時～4時




◇登記・供託（予約制）

3月8日（金）午後1時～4時




◇住宅（新・改築）

3月19日（火）午後1時～4時




◇不動産

3月15日（金）午後1時～4時




◇分譲マンション管理

3月25日（月）午後1時～4時




◇許認可各種届け出

3月22日（金）午後1時～4時




◇外国籍

スペイン語：火曜日／ポルトガル語：水曜日／午前9時～正午・午後1時～4時

中国語：第2・4木曜日、午後1時～4時







消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時







こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：0463-21-9843




◇こども総合相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇母子相談

月～金曜日、午前9時～午後5時







こども発達支援室くれよん

福祉事業センター　電話：0463-32-2738　FAX：31-1114




◇こどもの発達相談（来所・予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時







子育て支援センター

豊田分庁舎　電話・FAX：0463-34-9076




◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

月～金曜日、午前9時30分～午後4時







子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013




◇来所

月～金曜日、午前10時～午後5時




◇電話

月～金曜日、午前9時～午後5時







青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311




◇青少年相談

月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングテレホン相談（青少年専用）

電話：0463-33-7830　毎週月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングメール相談（青少年専用）

メール：y-soudan@。返信に数日かかります。







ビジネス相談

市：産業振興課　電話：0463-21-9758




◇下請取引

3月19日（火）午後1時30分～4時




◇就労支援（予約制・先着5人・一人50分）

3月27日（水）午後1時～5時50分







人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2172




◇来所

3月5日（火）・19日（火）、4月2日（火）、午後1時～4時







女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611



◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時







福祉会館

追分1-43　電話：0463-33-2333




◇法律（予約制）

3月12日（火）、4月9日（火）、午後1時～4時。




◇生活支援

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ボランティア

月～金曜日、午前8時30分～午後5時







健康相談

保健センター　電話：0463-55-2111




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時







保健福祉総合相談

市：南附属庁舎1階　電話：0463-21-8779




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時







障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




◇手話案内　FAX：35−5770

金曜日、午前9時～午後0時30分




◇精神保健福祉（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時







65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-8778




◇来所（予約制）

3月13日（水）午後1時30分～5時









[image: ヒラツカルチャー]



中央図書館


〒254-0041浅間町12-41


電話：0463-31-0415　FAX：31-9984


休館日 4·11·18·25日





■南図書館　消毒で臨時休館

　3月10日（日）。




■西図書館　特別整理で休館

　2月28日（木）～3月6日（水）。




■ブックスタート

　午前10時～11時30分。市内在住の1歳未満のお子さんとその保護者。①3月13日（水）金田公民館②17日（日）中央図書館③4月10日（水）西図書館④21日（日）中央図書館。




■中央図書館3月の特集展示

　こころと命のサポートのための本。3月1日（金）～31日（日）。中央図書館1階ホール、2階貸出室。




■中央図書館映画会

　3階ホール。日曜日午後2時。3月3日〔子ども映画会〕ひなまつり、ミッキーマウスとゆかいな仲間たち（アニメ）など。10日〔こころと命のサポート特集記念映画会〕ハッピーバースデー（アニメ）。17日〔一般映画会〕シェーン（実写）。24日〔子ども映画会〕日本の昔ばなし（アニメ）。31日〔広報映画会〕湘南ひらつか逸品物語、市制80周年記念番組。



[image: 点字図書]


　視覚障がい1～6級で市内に在住・在勤・在学の方に、点字図書と視覚障がい者向けの録音図書を郵送で貸し出